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࠙目的ࠚ 
全ᅜがん登録が開ጞされたことは、日本のがん対策を講じる上では㠀常に大きな前進で

あり、ᜳⓙ性のあるがん統計のṚஸとならࡧ⨯ᝈ統計が集計できることの意義は大きい。

近年のがんᝈ者の生存率向上や、がんに⨯ᝈしたとしてもᐶ解するがんᝈ者も多く、特に

⚄ዉ川県では 100 ṓ以上の生存者も多くなってきている㸬こうした≧ἣを㚷みると、がん

ᝈ者のṚᅉ含め外ᅉṚなどの≧ἣを把握集計しておくことの意義は大きいと考える㸬本研

究では、その第 1 報として᥈⣴的ではあるが、全がんᝈ者のṚᅉと種㢮別にみた外ᅉṚの

≧ἣやṚஸ場所を整理し、今後のがんᝈ者⒪㣴に関する資料を作成することとした。 
 

࠙方法ࠚ 
⚄ዉ川県悪性新生≀登録事業（地ᇦがん登録）データより 2016 年中（1 月 1 日㹼12 月

31 日）にṚஸされたがんᝈ者のṚஸデータをᢳฟした。そのうち、人ཱྀ動態ㄪᰝṚஸ⚊（Ṛ

ஸᑠ⚊）のあるṚஸデータから、Ṛᅉの種㢮の記㍕のあるデータ、35971 件を解析対㇟と

し、特に௚ᅉṚでなくなった 442 件のヲ⣽を検討した。⚄ዉ川県では、2016 年のṚஸデー

タよりṚᅉの種㢮を཰集できる仕組みを構築している。Ṛᅉの種㢮ḍにἢって、௚ᅉṚは、

不៖の外ᅉṚとその௚およࡧ不ヲの外ᅉṚ、不ヲのṚに分㢮し、集計は ICD㸫10 ⑌⑓、യ

ᐖおよࡧṚᅉの統計分㢮にそって男女別、部఩別に集計した。またṚஸ者のṚஸ 
場所についても新別に集計した。 
 
࠙結果ࠚ 
 がんᝈ者の多くが⑓Ṛ・自↛Ṛでஸくなることがわかった（表 1）。一方で、不៖の事ᨾ

Ṛではなく、「その௚およࡧ不ヲの外ᅉṚ」分㢮され、その中でも「不ヲ」として集計され

るṚᅉ多いことが判᫂した。「その௚およࡧ不ヲの外ᅉṚ」のෆヂを分㢮すると（ICD-10）、
S00-T98（ᦆയ、中ẘ、௚の外ᅉの影響）が最も多かった。Ṛஸ別Ṛஸ場所をみると、⑓Ṛ・

自↛Ṛの約 80㸣が⑓㝔でஸくなっていた（図 1）。  
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⾲ 1. Ṛᅉの⏨ዪูෆヂ 

 
 

 
ᅗ 1. がんᝈ⪅のṚᅉูṚஸᡤ 
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࠙考ᐹࠚ 
 2016 年の 1 年間の⚄ዉ川県のがんᝈ者のṚᅉについての≧ἣを整理したところ、Ṛஸ⚊

のṚᅉの種㢮に記㍕のある 35971 件中約 1.2㸣が௚ᅉṚによるṚஸであった㸬ཌ生ປ働┬公

表のṚᅉ⡆単分㢮（2016 年）Ṛஸ数を比較しても「不៖の外ᅉṚ」よりも「その௚およࡧ

不ヲの外ᅉṚ（自ẅ約 25㸣、不ヲ 74㸣）」が男女とも最多で、不ヲとされる外ᅉṚ中「T-75.1
（⁒ṚཬࡧṚに⮳らない⁒Ỉ入Ỉ）」が最も多かった㸬Ṛஸ場所については、Ṛᅉに限らず

「⑓㝔」でஸくなる方が最多で、特に⑓Ṛ・自↛Ṛでは最も多い結果であった㸬自Ꮿで最

期を㏄えたいᝈ者のᕼᮃや、㉸高㱋社会にむけて今後、在Ꮿ་⒪へ⧅げていくための施策

は┈々㔜要な課題であり、こうしたがんᝈ者のṚᅉ並ࡧにṚஸ場所の཰集を⥅続すること

の意義は大きいと考えている。本報は᥈⣴的ではあるが、様々な情報を集約することがで

きたと考えており、今後、᭦にがん登録デ―タの利活用を通して⦆࿴ケア、⒪㣴の質の向

上のための施策に⧅げていきたいと考えている㸬 
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